
特集  新設・改組のこれから

ら
」だ
。た
だ
し
、参
画
す
る
か
ら
に
は
、

高
等
教
育
、
文
科
行
政
、
社
会
動
向
の

知
識
を
備
え
、
教
員
に
対
し
て
説
得
力

の
あ
る
説
明
を
行
う
力
量
が
必
要
だ
。

　「検
討
組
織
の
権
限
」
は
、
そ
れ
が

な
け
れ
ば
結
局
、
執
行
部
や
教
授
会
の

反
対
に
あ
っ
た
場
合
、
改
革
が
進
ま
な

い
。
準
備
委
員
会
等
を
設
置
す
る
前
の

構
想
段
階
で
は
、
学
長
室
な
ど
を
統
括

部
署
と
し
、
法
人
が
全
権
を
委
任
す
る

の
が
妥
当
だ
。龍
谷
大
学
の
岡
田
氏
は
、

「
既
存
学
部
の
改
組
で
あ
っ
て
も
、
学

長
室
、
経
営
企
画
室
な
ど
第
三
者
の
統

括
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
る
。
当
該
学

部
の
事
務
室
と
比
べ
、
教
授
会
に
対
し

て
も
、
客
観
的
に
問
題
点
や
改
善
点
を

指
摘
し
や
す
い
の
が
そ
の
理
由
だ
。

      

日
頃
か
ら
関
係
を
築
き
、
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
く
丁
寧
な
説
明
を
行
う
。

　今
後
の
募
集
環
境
を
考
え
れ
ば
、
定

員
を
純
増
し
て
教
員
を
新
た
に
呼
び
込

む
「
増
設
」
は
減
り
、「
ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド
」が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

所
属
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
教
員
か
ら

の
反
発
は
必
至
だ
。
ま
た
、「
学
部
等

連
係
課
程
」
の
よ
う
な
新
し
い
制
度
を

使
っ
た
新
設
も
、負
担
増
の
懸
念
な
ど
、

抵
抗
感
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
教

育
を
担
う
の
は
教
員
な
の
で
、
教
員
自

身
が
構
想
に
納
得
し
、
前
向
き
に
な
ら

な
い
と
、よ
い
教
育
は
提
供
で
き
な
い
。

【
図
表
６
】に
有
効
な
工
夫
例
を
示
し
た
。

　予
測
デ
ー
タ
を
示
し
て
組
織
改
編
の

必
然
性
を
説
明
す
る
、
京
都
産
業
大
学

が
取
っ
た
方
法
が
、ま
ず
考
え
ら
れ
る
。

別
の
あ
る
大
学
で
は
、
当
初
は
乗
り
気

で
は
な
か
っ
た
教
員
陣
が
、
設
置
が
１

年
遅
れ
る
と
先
行
者
利
益
が
激
減
す
る

試
算
を
見
て
協
力
に
転
じ
た
。
関
西
国

際
大
学
の
よ
う
に
学
外
セ
ク
タ
ー
の
声

を
聞
き
、
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
教

育
像
を
提
示
す
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　甲
南
大
学
や
佐
賀
大
学
は
、
根
気
よ

く
説
明
す
る
手
法
を
取
っ
た
。
甲
南
大

学
で
は
学
部
等
連
係
課
程
構
想
の
学
内

説
明
会
を
開
催
し
た
際
、「
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
」な
ど
、

厳
し
い
反
応
も
あ
っ
た
。し
か
し
、一
つ

ひ
と
つ
の
意
見
に
応
え
る
べ
く
、
し
く

み
を
整
備
し
て
い
っ
た
結
果
、
計
画
が

大
幅
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

　前
提
と
し
て
、
教
員
・
職
員
間
の
日

常
的
な
関
係
性
の
構
築
が
重
要
だ
。
日

頃
か
ら
デ
ー
タ
を
交
え
て
教
育
や
大
学

の
将
来
に
つ
い
て
話
す
、
自
学
（
部
）

の
強
み
や
理
想
像
を
共
有
す
る
、
と

い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

て
い
れ
ば
、議
論
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

千
葉
工
業
大
学
の
よ
う
に
、
時
間
を
か

け
て
教
職
協
働
体
制
を
築
き
つ
つ
、
研

究
の
充
実
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、
教

員
が
協
力
的
な
例
も
あ
る
（
P.
36
）。
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プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
か
ら
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
へ
。

　〝新
学
部
を
つ
く
れ
ば
学
生
が
集
ま

る
〞
時
代
は
と
う
に
終
わ
っ
て
い
る
。

国
が
後
押
し
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー

ン
系
新
学
部
で
も
、
初
年
度
か
ら
未
充

足
の
ケ
ー
ス
も
あ
る（【
P.
４
図
表
８
】

参
照
）。
龍
谷
大
学
で
長
年
、
新
設
・

改
組
に
取
り
組
ん
で
き
た
岡
田
雄
介
入

試
部
長
（
P.
17
）
は
、「
教
員
が
や
り

た
い
教
育
を
看
板
に
す
る
『
プ
ロ
ダ
ク

ト
ア
ウ
ト
』
型
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
最
早

偏
差
値
上
位
校
な
ど
の
一
部
の
大
学
で

し
か
通
用
し
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら

は
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
学

部
・
学
科
を
つ
く
る
『
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
』
型
ア
プ
ロ
ー
チ
が
鉄
則
だ
。
教
員

の
発
案
だ
け
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
意
思
決
定
に
切

り
替
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
語
る
。

　入
り
口
に
つ
い
て
は
、
学
生
が
集
ま

る
見
込
み
を
設
置
構
想
段
階
で
し
っ
か

り
調
査
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
近
隣
の

競
合
大
学
に
同
系
統
の
学
部
・
学
科
が

あ
れ
ば
、
そ
の
志
願
状
況
を
ま
と
め
、

自
学
の
優
位
性
を
示
す
。
公
私
立
大
学

で
は
申
請
時
に
説
明
を
求
め
ら
れ
る
内

容
だ
が
、
書
類
作
成
段
階
に
な
っ
て
か

ら
の
調
査
で
は
ニ
ー
ズ
を
見
込
ん
だ
構

想
と
は
言
え
な
い
。
地
方
大
学
で
あ
れ

ば
、
併
せ
て
首
都
圏
や
近
畿
圏
な
ど
都

市
部
の
動
向
も
調
べ
て
お
き
た
い
。
競

争
が
激
し
い
市
場
で
も
伸
び
て
い
る
大

学
の
施
策
は
次
の
一
手
の
参
考
に
な
る
。

　出
口
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
人
材

ニ
ー
ズ
を
見
込
む
こ
と
が
大
切
だ
。
高

校
生
の
「
人
気
」
は
、
今
現
在
の
社
会

状
況
に
影
響
さ
れ
が
ち
だ
が
、
構
想
中

の
新
学
部
が
卒
業
生
を
出
す
の
は
早
く

て
６
、
７
年
後
。
そ
れ
以
降
も
ニ
ー
ズ

が
見
込
ま
れ
る
分
野
で
な
け
れ
ば
、
学

生
の
就
職
・
就
業
が
危
う
い
。
特
に
資

格
系
は
要
注
意
だ
。
自
学
が
立
て
た
仮

説
に
つ
い
て
、
産
業
界
に
も
意
見
を
聞

い
て
お
き
た
い
。
佐
賀
大
学
は
コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
学
環
の
構
想
に

あ
た
り
、
化
粧
品
関
連
企
業
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
甲
南
大
学
も
新
学
部
検

討
時
は
関
連
企
業
に
採
用
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
新
設
・

改
組
を
す
る
際
の
５
つ
の
鉄
則
を
【
図

表
１
】に
ま
と
め
た
。参
考
に
さ
れ
た
い
。

      

新
設
な
ら
構
想
に
２
年
半
以
上
、

手
続
き
に
１
年
半
を
見
込
む
。

　申
請
・
届
出
手
続
き
自
体
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
文
科
省
の 

    ＊1

　
「
手
引
」
を

見
れ
ば
わ
か
る
。新
学
部
設
置
の
場
合
、

開
設
１
年
前
に
認
可
申
請
・
届
出
、     ＊2

　
事

前
相
談
が
必
要
な
計
画
で
あ
れ
ば
、
そ

の
半
年
前
ま
で
に
行
う
こ
と
が
標
準
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
だ
。こ
の
・
・
・
・
・
・
・

事
前
相
談
の
時
点
で
、

詳
細
ま
で
固
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
検
討
開
始
か
ら

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
把
握
す
る
に

は
、
構
想
を
固
め
る
ま
で
に
要
す
る
期

間
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　経
験
者
に
聞
く
と
、
設
置
認
可
申
請

を
伴
う
新
設
の
、
構
想
着
手
か
ら
事
前

相
談
ま
で
の
期
間
は
「
２
年
半
以
上
」。

つ
ま
り
開
設
の
４
年
以
上
前
の
構
想
着

手
が
理
想
だ【
図
表
２
】。ま
ず
、入
り
口
、

出
口
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
な
が
ら
、
１

年
以
上
か
け
、
構
想
を
あ
る
程
度
具
体

的
な
形
に
す
る
。
次
に
、
そ
れ
を
実
現

で
き
そ
う
な
中
核
教
員
と
職
員
を
数
人

そ
ろ
え
て
設
置
検
討
組
織
を
結
成
。
事

前
相
談
ま
で
の
１
年
半
で
、
設
置
の
趣

旨
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
開
設
科
目
、

担
当
教
員
、必
要
な
施
設
・
設
備
、投
入

す
る
経
費
な
ど
を
決
め
る
。
開
設
ま
で

４
年
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
経
営
が

危
う
く
な
っ
て
か
ら
の
動
き
出
し
で
は

「
体
力
」
が
持
た
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

　【図
表
３
】
は
、
今
回
取
材
し
た
大

学
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例
だ
。
京
都
産
業

大
学
は
、
２
０
２
６
年
開
設
予
定
の
新

学
環
の
検
討
を
、
約
２
年
６
か
月
前
の

２
０
２
３
年
10
月
に
始
め
て
い
る
。
学

長
の
下
に
設
置
し
た
教
員
チ
ー
ム
・
事

務
局
に
よ
り
、
教
職
協
働
で
設
置
の
必

要
性
、
め
ざ
す
教
育
な
ど
を
検
討
。
関

係
学
部
長
や
事
務
長
等
と
の
意
見
交

換
、学
長
や
理
事
会
へ
の
提
案
を
経
て
、

２
０
２
４
年
３
月
に
、
大
枠
の
構
想
が

確
定
。
８
月
ま
で
に
教
育
課
程
の
策
定

や
教
員
の
採
用
を
進
め
、
10
月
に
事
前

相
談
に
行
っ
て
い
る
。
甲
南
大
学
も
新

学
環
設
置
に
つ
な
が
る
議
論
が
始
ま
っ

た
の
は
開
設
の
２
年
９
か
月
前
。
事
前

相
談
ま
で
約
１
年
か
け
て
い
る
。

　京
都
産
業
大
学
は
新
学
環
の
前
身
と

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
で
に
実
施
中
で

あ
り
、
甲
南
大
学
も
新
学
環
と
趣
旨
が

近
い
学
部
間
連
携
コ
ー
ス
を
過
去
に

持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
前
例
」
が

な
い
場
合
は
、届
出
の
場
合
で
も
、も
っ

と
早
い
始
動
が
必
要
だ
ろ
う
。

      「
定
員
充
足
」
に
加
え
、「
成
功
」

の
定
義
を
決
め
る
。

　学
生
募
集
環
境
の
悪
化
に
加
え
、
設

置
に
ま
つ
わ
る
文
科
行
政
、
そ
し
て
社

会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
は
、新
設
・

改
組
の
プ
ロ
セ
ス
や
観
点
も
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
【
図
表
４
】。

　ま
ず
、
新
学
部
設
置
に
あ
た
っ
て
の

「
成
功
」
を
定
義
す
る
こ
と
。「
人
材
供

給
不
足
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
半
導
体

人
材
の
養
成
機
関
に
な
る
」（
千
葉
工

業
大
学
）、「
新
し
い
制
度
を
使
っ
た
新

設
で
、
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の

大
学
改
革
に
弾
み
を
付
け
る
」（
京
都

産
業
大
学
）
な
ど
。
む
ろ
ん
、「
定
員

充
足
」
は
基
本
中
の
基
本
中
だ
。

　次
に
、
文
科
行
政
や
社
会
環
境
の
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
。「
補
助
金
や
法

令
改
正
は
、
自
学
の
課
題
解
決
の
後
押

し
に
な
る
一
方
、
他
大
学
が
積
極
的
に

補
助
事
業
を
活
用
す
る
状
況
は
脅
威
に

も
な
る
。
先
行
者
利
益
を
得
る
た
め
に

は
、
予
測
さ
れ
る
施
策
に
備
え
る
姿
勢

が
必
要
」（
甲
南
大
学
）。
社
会
環
境
に

つ
い
て
も
、
変
化
予
測
を
織
り
込
ん
で

教
育
内
容
を
検
討
し
た
い
。
京
都
産
業

大
学
は
、
市
場
動
向
、
競
合
校
の
動
き

な
ど
を
ふ
ま
え
、「
も
し
今
後
動
く
と

し
た
ら
」
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
た
「
２

０
３
０
年
頃
ま
で
の
〝
考
え
ら
れ
る
〞

学
部
改
革
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
学
長
室

で
作
成
。【
P.
15
図
表
３
】
の
新
学
環

構
想
は
、
こ
の
一
部
だ
と
い
う
。

　「何
か
し
ら
新
し
い
こ
と
を
し
な
い

と
…
」
と
焦
っ
て
見
切
り
発
車
し
て
も

う
ま
く
い
か
な
い
。
自
学
の
強
み
を
見

つ
め
直
し
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
の
中

長
期
計
画
を
立
て
て
臨
み
た
い
。
こ
う

し
た
中
長
期
計
画
は
経
営
戦
略
の
一
環

で
あ
り
、
法
人
が
策
定
す
べ
き
だ
。
学

部
教
員
が
社
会
ニ
ー
ズ
と
の
ズ
レ
を
感

じ
始
め
て
か
ら
動
き
出
す
手
順
で
は
、

危
機
が
及
ん
で
か
ら
の
改
革
と
な
り
手

遅
れ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
な
お
、
18

歳
人
口
減
少
下
で
は
、
す
で
に
あ
る
教

育
資
源
を
生
か
し
た
改
組
が
、
現
実
的

な
計
画
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
言
え
る
。

　そ
し
て
、
社
会
や
地
域
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
こ
と
。福
井
県
立
大
学
は「
福

井
の
次
の
1
0
0
年
を
支
え
て
い
け
る

存
在
」
を
つ
く
る
意
気
込
み
で
、
地
域

や
産
業
界
の
意
見
を
重
視
し
て
い
る
。

      「
職
員
参
画
」
と
「
検
討
組
織
へ

の
権
限
委
譲
」が
ポ
イ
ン
ト【
図
表
５
】。

　「職
員
参
画
」
に
す
べ
き
理
由
に
つ

い
て
、龍
谷
大
学
岡
田
氏
は
こ
う
話
す
。

「
教
員
は
『
自
分
た
ち
に
何
が
教
え
ら

れ
る
か
』
か
ら
教
育
内
容
を
検
討
し
が

ち
だ
。『
高
校
生
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

ど
う
応
え
る
か
』
は
、
職
員
の
ほ
う
が

感
度
が
高
い
」。
京
都
産
業
大
学
が
挙

げ
る
職
員
参
画
の
理
由
は
、「
新
設
・

改
組
に
あ
た
っ
て
は
、
文
科
行
政
へ
の

対
応
や
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
調
査
な
ど
、

職
員
が
主
体
と
な
る
場
面
が
多
い
か

募集状況が悪くなってから
「焦って」「やみくもに」行わない

何をもって成功とするか、成功の定義を決める

計画には過去や現状の分析に加え、
将来の変化予測を織り込む

今あるリソースや自学の強みを活用し、
大学の価値を上げるために行う

学部任せではなく、法人主導で戦略的に計画する

社会（業界）や、地域の意見を組み込む

タスクフォース
チームの設置

タスクと作業
計画の明確化

教職協働

職員参画、
権限付与

学長の
リーダーシップ

【図表4】不確実性が高い中で新設・改組を
成功させるために考慮すべき点

【図表5】新設・改組の体制・進め方の工夫例 

▶膨大な業務を集約したほうが、意思決定や作業が効率的・
円滑になる。設置は不可欠（甲南大学）
▶学環のような「新設」の場合、まず、検討チーム（タスクフォー
ス）を学長の下に結成し、学内に対して検討体制を明らかにす
ると同時に、事務局も明確にする必要がある（京都産業大学）
▶当該学部の委員会だけに委ねるとプロダクトアウト型の教
育になりがち。学部から離れた学長室や経営企画室などに全
権を委任し、統括する形が望ましい（龍谷大学岡田氏）

▶教育に関することは教員が主体となり、文科行政の考え方や社
会ニーズのことなどは職員が中心となるなど、それぞれが分担して
取り組むことで、スムーズに進む（佐賀大学）
▶学部長予定者含む教員、職員各５人の計10人で、その都度課
題を打ち合わせしながら恐竜学部設置を推進（福井県立大学）

▶職員も「事務」ではなく「当事者」として、教員と一緒に積極
的にヒアリングをしたり、政府の方針や社会ニーズを分析して
教育を提案したりしている（京都産業大学）
▶文科省が進める「学位プログラム中心の教育課程」づくり
は、学部から離れて客観的に問題点や改善点を指摘する部署
（経営企画室や学長室）に監事機能を持たせるとよい。緊張感
が生まれ、よりよい教育内容にしようという意識が働き、学修者
本位の質も担保されやすい（龍谷大学岡田氏）

▶学長のリーダーシップの下、将来ビジョンを策定。それを示したう
えで学部長から各教員へ説明し、理解、協力を得た（佐賀大学）
▶市場が厳しくなる中、大きな計画を描くためには、危機感をふ
まえて目標を明確にして進めていく、学長や学部長のリーダー
シップが重要（京都産業大学）

▶多様な属性の教職員が参画するタスクフォースにおいては、
タスクや作業計画を明確にする必要がある（甲南大学）
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「認可申請のプロ」として「設置審査のプロ」と向き合う
　これまで多くの新設・改組に携わってきました。新設学部の学位

分野が既設学部の中にない場合、設置認可申請の扱いとなり、届

出に比べ、新設にかかる労力と時間、費用は桁違いにかかります。

大学設置・学校法人審議会とのやり取りを通じて、設置計画全体

の整合性や「質の保証」と「持続可能性」が担保されてはじめて、

新学部設置の「認可」を得ることができます。申請業務は、「手引」

に則って行いますが、毎年細かな変更があり、実践を積み重ねない

とパフォーマンスが落ちます。私は毎年「手引」を丁寧に読み込ん

で申請書類を何度も念入りに校正し、文科省とこまめにコミュニ

ケーションをとっていました。最大の難関は、「教員審査」。業績が

厳しく見られ、業績不足と判定された教員は職位や担当科目の変

更、あるいは別の教員を充てる対応が求められ、「補正申請」まで

に対処できなければ「不認可」です。以前は、審査結果の通知は電

話のみであったため、何十人もの審査結果を聞きながらメモし、差し

替え対象の教員や科目の代替措置を数週間で対応したこともあり

ました。加えて、寄付行為変更認可申請を通じて、法人運営や財

政面もチェックされます。理事会の開催状況や係争中の訴訟の有

無など、法人のガバナンスについても、くまなく調査されます。

　われわれは、「認可申請のプロ」として、十分な準備と学内体制

を構築し、完璧な申請書類を用意することが、「設置審査のプロ」

である文科省との信頼関係づくりになり得ます。担当職員は制度

をしっかりと理解し、大学設置基準や関連法令、各種通知にも精

通したうえで、設置計画書を取りまとめる力が求められます。書類の

記載項目を作業として「埋める」のではなく、書類の様式ごとの目的

やルール、その本質を理解し、そこに大学としての「思い」を込めて

作成すること。その結果、文科省とのコミュニケーションも円滑とな

り、信頼関係が醸成され、最終的に認可を得られるようになります。

　今、デジタル＆グリーン人材の育成に向けた政策誘導を背景に、

「成長分野」として、関連する理系学部の新設や改組転換が促進

されています。しかし、この分野の進学需要は、少なくとも現段階で

は大きな変化は見られません。現状、高校生の文理選択で理系は

３割程度。彼らはまず、定員が多く、施設・設備が充実している国公

立、次いで難関私大を受験します。他の大学は、残りのわずかなパ

イの争奪戦に勝ち抜く準備が求められます。定員充足は文系学部

のようにはいきません。投資の覚悟も必要です。学部設置時に求

められる「標準設置経費額」は、文系の３～４倍。実験・実習用の

環境を整える費用もかかる。特に文系の大学が、「大学・高専機能

強化支援事業」を機に理系学部をつくる場合、参入時の補助金

獲得に加え、中長期的な財政の見通しも必要です。拡大を見越し

て今から参入しておくという考え方もあるでしょうが、理系学部はと

にかくお金がかかる。そこまで経営体力が持つかどうか、です。

　想定以上の少子化により市場が縮小していく以上、これからは

新増設を続ける「ビルド＆ビルド」は成り立たず、何かをつくる分、何

かを削減する「スクラップ＆ビルド」に移行せざるを得ません。需要に

応じて学部・学科を改編するには、教員や組織の流動性と柔軟性

を確保する必要も出てきます。国の政策を組織変革を促す「外圧」

と捉えるなら、職員が教授会を説得する材料にもなり得るでしょう。

設置認可申請の経験は大きな改革を担う第一歩
　実践を通じて大学運営の酸いも甘いも噛み分けてきた職員が、

今後、どれだけ主体的に大学改革にコミットし、リードできるか。それ

が自学の持続可能性や将来的な成長を左右すると言っても過言

ではないでしょう。それにはまず、われわれ自身が、「事務職員」では

なく、大学業務に精通し、中長期的な観点からの戦略を練って実

行する「大学職員（アドミニストレーター）」であるとの矜持を持つこ

と。そして、大学設置基準改正から読み取れるように、教員は教育

と研究に専念し、大学運営や経営は職員に委ねる体制をつくる。

そのような文教政策の流れを踏まえた役割を担い得るだけの資質

を、職員自らが備える努力をすること。私自身の経験からすると、大

学院で学んだリサーチ・クエスチョンのアプローチ、すなわち「仮説

⇒検証⇒解決策を導出」という一連の問題解決手法は、大学職

員としての経営企画能力の源泉となりました。自己研鑽努力を通

じた資質向上は、これからの予測困難な「大学淘汰の時代」を生

き残る術となるのではないでしょうか。その意味でも、設置認可申

請の準備の中で、教員主導による新学部の設置計画に対して、

大学設置基準や文教政策動向を踏まえ、「開設科目と３ポリシー

との整合性」や「教員が教えたいことではなく、何が身に付くカリ

キュラムとなっているのか」などを指摘・提案でき、教員と対等な立

場で協働できるようになれば、大きな改革も担えます。

　設置認可申請業務は大きな苦労を伴うものの、教員と協働して

汗をかき、新しい学部を創っていくプロセスは大学の歴史を創造す

ることでもあり、その一翼を担うことの満足感や高揚感、これこそが、

困難な業務をやり通す「力」になるはずです。これから厳しい時代

を迎えるからこそ、職員が改革をリードしていくことが求められます。

̶̶新設・改組を成功に導く大学職員の役割は？

新設・改組のプロに聞く！

岡田 雄介龍谷大学
入試部・高大連携推進室 事務部長

「事務職員」から「アドミニストレーター」へ
教員と対等な立場での協働が鍵

おかだゆうすけ●文学部教務課、システム課、学長室を経て、2020年度から現職。2004～2019年度までの16年間、学
長室において経営企画、中長期計画、設置認可申請、ＩＲなどの業務に携わる。大学行政管理学会の学事研究会や近畿地
区研究会にて、設置認可申請業務のワークショップなども実施し、職員の能力開発に取り組む。桜美林大学大学院修了。
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